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【緒言】有機無機ペロブスカイト型化合物は、無機層を井戸層、有機層を障壁層とした量子井戸

構造を形成し、無機層に励起子が形成される。この励起子は量子閉じ込め効果により、優れたシ

ンチレーション特性を示すことが報告されており、特に(C6H5CH2NH3)2PbBr4 (Phe)はガンマ線励起

時に 14000 photons/MeV の高強度な発光を示すことがわかった

[1]。当該化合物は上記特性から高速応答シンチレータへの応用が

期待される一方、単結晶の育成が困難であることが課題である。

そこで、本研究では多孔質ガラスの孔内に Pheナノ結晶を有する

複合材料を新たに作製し、そのシンチレーション特性を調べた。 

【実験方法】Phe : ジメチルホルムアミド(DMF)が重量比で 1 : 10

になるよう溶液を調整し、また孔径 4 nmの多孔質ガラスを ref [2]

と同様の方法で作製した。その後、フラスコに多孔質ガラスと調

整した溶液を入れ、真空引きしながら 25oC で 1 h 撹拌した。最

後に 105 oCで 30 min加熱し、DMFを蒸発させて試料を得た。 

【実験結果】図 1 に X 線励起時のシンチレーションスペクトル

を示す。Phe 単結晶で観測された 430 nm における明瞭な励起子

発光ピークが観測されず[1]、ブロードなピークが観測された。図

2に X線励起時のシンチレーション時間プロファイルを示す。当

該化合物において、励起子発光由来の蛍光成分(4.4 ns)、及び欠陥

に束縛された励起子由来と示唆される蛍光成分(28 ns)が観測さ

れた[1]。この結果から、図 1に観測されたブロードなピークは、

上記の 2成分に由来する可能性がある。本講演では、シンチレー

ション特性の詳細について述べる。 
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Fig.1  X 線励起時のシンチレ

ーションスペクトル。 

 

Fig.2  X 線励起時のシンチレ

ーション時間プロファイ

ル。 
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